
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２
０
２
１
年
度 

東

京

つ

く

し

会

評

議

員

会

報

告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事 

大
山
竹
彦 

 

６
月
17
日
10
時
～
12
時
、
調
布
市
文

化
会
館
（
た
づ
く
り
）
８
階
映
像
シ
ア
タ

ー
に
お
い
て
評
議
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

会
長
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
昨
年
は

集
ま
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

２
年
ぶ
り
に
評
議
員
会
を
持
つ
事
が
出
来

ま
し
た
。
当
会
館
は
10
月
の
全
国
大
会
の

全
体
会
場
で
も
使
い
ま
す
。
全
体
会
は
（
く

す
の
き
ホ
ー
ル
）
で
行
い
ま
す
。
今
回
は

来
賓
の
招
待
も
控
え
ま
し
た
。
全
国
大
会

は
第
１
日
目
の
全
体
会
の
み
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
ま
す
。
２
日
目
の
分
科
会
は
、

午
前
、
午
後
に
分
け
て
赤
羽
会
館
に
て
開

催
し
ま
す
。
参
加
者
に
は
、
全
体
会
・
分

科
会
の
報
告
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
付
す
る
等
の
方

針
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
み
ん
な
ね
っ
と
大
会
記
念
歌

「
つ
く
し
ん
ぼ
」
の
作
成
経
緯
が
会
長
よ

り
紹
介
さ
れ
、
歌
を
評
議
員
全
員
で
聴
き

ま
し
た
。 

定
足
数
59
名
中
４４
名
の
出
席
者
と
14

名
の
委
任
状
計
58
名
の
参
加
を
も
っ
て
、

評
議
会
は
成
立
い
た
し
ま
し
た
。 

議
長
に
は
、
調
布
か
さ
さ
ぎ
会
の
江
頭

さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

第1

号
議
案
２
０
２
０
年
度
事
業
・
活

動
報
告
が
眞
壁
会
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
活
動
が
制
限
さ

れ
る
中
で
も
、
都
の
委
託
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
年
２
回
の
講
演
会
は
、
延
期

し
て
開
催
、
３
月
に
は
、「
家
族
研
修
会
」

も
開
催
し
ま
し
た
。
１０
月
に
は
「
会
長
会

議
」
を
開
催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
悩
み
や

活
動
の
工
夫
が
交
流
で
き
ま
し
た
。
東
京

都
へ
の
要
望
や
各
政
党
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
は
、

例
年
多
く
の
家
族
会
か
ら
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、
今
年
度
は
三
密
を
避

け
る
為
、
理
事
だ
け
に
出
席
者
を
絞
っ
て

実
施
し
ま
し
た
。
財
政
問
題
に
は
手
を
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 

 

第
二
号
議
案
２
０
２
０
年
度
決
算
報
告

を
安
藤
理
事
が
、
監
査
報
告
を
監
事
の
苛

原
氏
が
報
告
し
ま
し
た
。
第1

号
議
案
・

第
二
号
議
案
を
一
括
審
議
し
、
拍
手
を
も

っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
第
三
号
議
案
２
０
２
１
年
度
事
業
・
活

動
計
画
の
説
明
が
植
松
副
会
長
か
ら
あ
り

ま
し
た
。
第
三
号
議
案
・
第
四
号
議
案
も

一
括
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
活
発
な
質
問
や 

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。「
障
害
者
雇
用
率
の
前
進
は
う
れ

し
い
が
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
問
題
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
を
聞
い

て
い
る
」
「
家
賃
年
間
９０
万
は
大
き
な
負

担
。
都
の
施
設
を
貸
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」「
精
神
障
害
に
な
っ
た
の

は
子
育
て
の
せ
い
で
は
な
い
と
言
い
な
が

ら
、
親
に
様
々
な
責
任
を
押
し
つ
け
て
い

る
。
発
病
間
も
な
い
混
乱
し
て
い
る
家
族

へ
の
指
導
や
財
政
的
な
支
援
を
要
望
し
て

欲
し
い
」
等
々
。 

 

第
六
号
議
案
会
則
変
更
の
件
は
、
今
ま

で
２３
区
は
、
東
西
２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
東
西
ブ
ロ
ッ
ク
の

会
員
数
も
理
事
数
も
減
少
し
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
２
つ
を
統
合
し
て
「
２３
区
ブ

ロ
ッ
ク
」
に
す
る
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
第
五
号
議
案
２
０
２
１
年
度
つ

く
し
会
役
員
名
簿
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

２
０
２
１
年
度
役
員
体
制 

会
長
・
・
・
眞
壁
博
美 

副
会
長
・
・
植
松
和
光
、
本
田
道
子 

 
 
 
 
 

轡
田
英
夫
、
中
住
孝
典 

会
計
・
・
・
安
藤
万
寿
代 

理
事
・
・
・
川
﨑
洋
子
、
松
澤 

勝 

 
 
 
 
 

鬼
頭
博
子
、
大
山
竹
彦 

 
 
 
 
 

前
山
栄
江
、
江
頭
由
香 

理
事
補
佐
・
池
田 

正
、
小
澤
輝
江 

監
事
・
・
・
苛
原
真
也
、
鳥
山
克
宏 
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講
演
会
報
告 

精
神
障
が
い
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る
訪
問
看
護 

～
訪
問
看
護
の
現
場
か
ら
実
践
を
語
る
～ 

都
連
副
会
長 

轡
田 

英
夫 

 

日
時 

令
和
３
年
６
月
１７
日
１４
時
～
１６
時
半 

場
所 

調
布
文
化
会
館 

8
階 

映
像
シ
ア
タ
ー 

講
師 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「K

A
Z
O
C

」 

 

代
表 

作
業
療
法
士 

渡
邊 
乾
（
つ
よ
し
）
氏 

参
加
人
数
５２
名 

２
０
０
７
年
に
精
神
科
病
院
に
就
職
し
、
慢
性
期

女
子
閉
鎖
病
棟
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
上
司
に

「
命
の
次
に
大
事
な
も
の
は
鍵
だ
」
と
言
わ
れ
て
驚

き
、
さ
ら
に
「
平
均
在
院
日
数
30
年
に
向
け
て
の
準

備
を
す
る
よ
う
に
」
と
指
示
さ
れ
、
退
院
さ
せ
る
気

が
無
い
事
に
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
病
院
の

体
制
に
反
発
し
て
、
退
職
し
て
２
０
１
３
年
に
、
退

院
し
た
当
事
者
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
精
神
科

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ンKA

Z
O
C

を
設
立
し
ま
し
た
。 

日
本
の
精
神
医
療
の
現
状
を
示
す
７
つ
の
数
字

が
あ
り
ま
す
。
（
１
）
１９
％
：
世
界
の
中
の
日
本
の

病
床
率
の
割
合 

(

２)

３
２
万
：
日
本
の
病
床
数 

(

３)

２
８
０
日
：
平
均
在
院
日
数
、
先
進
国
は
平
均

１８
日 

(

４)

２０
万
人
：
長
期
入
院
者
数 

(

５)

５
万

人
：
２０
万
人
の
う
ち
の1

年
間
の
長
期
入
院
退
院
者

数
と
新
た
な
入
院
者
数
。
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
て
い
る
。 

(

６)

２
万
人
は 

５
万
人
の
中
の
死
亡

退
院
者
数 (

７)

９７
：
３ 

９７
％
は
医
療
に
向
け
た

予
算 

福
祉
予
算
は
３
％
と
少
な
い
。 

 

精
神
科
看
護
で
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
３

つ
の
課
題
が
あ
り
ま
す 

➀
入
院
中
心
か
ら
地
域
生

活
支
援
へ 

➁
長
期
入
院
者
の
退
院
促
進
・ 

地
域
移

行 

③
実
行
可
能
な
権
利
擁
護
制
度
の
確
立
で
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
精
神
科
看
護
の
目
的

は
、
生
活
の
主
体
で
あ
る
精
神
障
害
を
も
つ
人
自
身

と
「
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
」
＝
「
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
高
め
る
」
こ
と
を
共
に
考
え
、

安
心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
自
己
決
定
を

支
援
し
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
。
と
り
わ
け
、

個
人
の
尊
厳
と
権
利
擁
護
を
重
視
し
、
自
律
性
の
回

復
と
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
事
が
肝
要
で
す
。
精
神
科
看
護
に
お
け

る
「
自
律
」
と
は
、
自
分
の
人
生
を
自
分
の
意
志
で

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
意
味

で
、
国
の
考
え
る
「
自
立
」
と
は
大
き
く
異
な
り
ま

す
。 

 

私
は
、
以
上
の
こ
と 

か
ら
以
下
の
コ
ン
セ 

プ
ト
を
柱
に
精
神
科 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ 

ョ
ン
を
立
ち
上
げ
ま 

し
た
。 

 
そ
れ
は
管
理
し
な 

い
、
変
容
を
求
め
な
い 

と
い
う
こ
と
を
柱
に

し
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
の
中
で
管
理
を
し
な
い
で

支
援
す
る
方
法
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
入

院
し
て
投
薬
を
し
て
治
療
す
る
の
は
変
容
を
も
求

め
る
か
ら
で
す
。
私
は
無
理
に
変
容
を
求
め
な
い
と

い
う
方
法
、
つ
ま
り
入
院
し
な
い
、
薬
を
使
わ
な
い

と
い
う
方
法
を
を
模
索
し
ま
す
が
、
非
常
に
難
し
い

問
題
で
す
。
こ
の
解
決
の
手
法
と
し
て
次
の
３
つ
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
一
つ
は
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ

ー
ス
ト
と
い
う
ア
メ
リ
カ
で
の
取
組
で
す
。
こ
れ
は
、

ホ
ー
ム
レ
ス
の
精
神
障
が
い
者
に
住
居
を
提
供
す

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
居
住
を
維
持
し
て
い
く

率
は
８０
～
８５
％
で
す
。
つ
ま
り
地
域
で
居
住
し
続

け
ら
れ
る
の
で
す
。
二
つ
目
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

実
践
さ
れ
て
い
る
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
で
す
。

数
人
で
対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
薬
を
使
わ
な
く
て

も
治
療
で
き
る
と
い
う
方
法
で
、
極
め
て
良
好
な
成

果
を
出
し
て
い
ま
す
。
最
後
は
、
浦
河
べ
て
る
の
家

の
取
組
で
す
。
当
事
者
が
自
分
の
体
験
を
皆
の
前
で

話
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ベ
テ
ル
の
理
念
は
、
「
三

度
の
飯
よ
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
「
弱
さ
を
絆
に
」
と

か
会
話
と
自
己
を
さ
ら
け
出
す
事
を
理
念
と
し
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
入
院
も
せ
ず
、
薬
も
使
わ
な
い
で
、

管
理
を
せ
ず
、
変
容
を
も
と
め
な
く
と
も
地
域
の
中

で
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。 

  

今
回
の
講
演
は
、
単
な
る
訪
問
看
護
の
一
般
的
な

話
で
は
な
く
、
当
事
者
が
本
人
が
本
人
の
ま
ま
で
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
彼

の
訪
問
看
護
の
手
法
で
あ
る
と
い
う
極
め
て
斬
新

な
内
容
の
講
演
で
し
た
。 

 

２ 



２
０
２
１
年
度
み
ん
な
ね
っ
と 

第
１
回
定
期
総
会
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

植
松 

和
光 

 
 公

益
社
団
法
人
全
国
精
神
保
健
福
祉
連
合
会
（
通

称
：
み
ん
な
ね
っ
と
）
が
６
月
１６
日
（
水
）
午
後
1

時
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

最
初

に
主
催
者
を
代
表
し
て
岡
田
理
事
長
が
挨
拶
、
そ
の

後
来
賓
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
正
会
員
３４
名
が

出
席
（
委
任
状
１０
名
）
で
総
会
が
成
立
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
後
、
議
長
に
私
、
植
松
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
議
題
は
第
一
号
議
題
事
業
活
動
報
告
、
第
二
号

議
題
決
算
報
告
告
が
小
幡
事
務
局
長
か
ら
報
告
。
第

三
号
議
題
活
動
計
画
、
第
四
号
議
題
予
算
案
、
第
五

号
議
題
諸
規
定
変
更
案
が
岡
田
理
事
長
及
び
小
幡

事
務
局
長
か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合

上
、
２
０
２
１
年
度
活
動
の
重
点
項
目
に
つ
い
て
の

み
報
告
し
ま
す
。 

１
WEB
の
積
極
的
な
活
用 

２
法
人
の
持
続
運
営
に
改
善
計
画
の
策
定
及
び
実

施
（
賛
助
会
員
拡
大
推
進
） 

３
精
神
保
健
医
療
福
祉
諸
政
策
の
改
革
を
見
据
え

た
「
三
つ
の
提
言
」
の
発
表 

４
多
様
な
立
場
の
家
族
と
の
連
携
活
動
の
充
実
（
ネ

ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
連
携
・
強
化
） 

５
各
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
と
み
ん
な
ね
っ
と
の
取
組
の

共
有
・
連
携
強
化
（
理
事
会
活
性
化
） 

６
医
療
費
助
成
の
推
進
と
実
績
の
共
有
か
ら
要
求

推
進
へ 

７
交
通
費
運
賃
割
引
制
度
実
現
へ
の
働
き
か
け 

を
掲
げ
家
族
当
事
者
の
思
い
を
実
現
し
て
い
く
と

説
明
し
ま
し
た
。 

第
四
号
議
題
は
予
算
案
で
す
が
、
各
都
道
府
県
連
と

同
じ
よ
う
に
会
員
の
拡
大
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
と
提
案
が
あ
り
ま
し
た 

 

採
決
の
結
果
す
べ
て
の
議
案
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
報
告
事
項
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

以
上
が
報
告
で
す
が
、
私
が
感
じ
た
こ
と
は
、
み

ん
な
ね
っ
と
の
力
を
も
っ
と
大
き
く
す
る
た
め
に

財
政
基
盤
の
充
実
を
痛
切
に
思
い
ま
し
た
。 

   

「
公
益
信
託 

 

 
 

池
田
輝
子
記
念
精
神
障
害
者
福
祉
基
金
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

安
藤 

万
寿
代 

 

「
公
益
信
託 
池
田
輝
子
記
念
精
神
障
害
者
福
祉

基
金
」
は
池
田
輝
子
様
よ
り
精
神
障
害
者
及
び
支
援

者
に
有
効
に
役
立
て
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
平
成
３

年
９
月
に
設
立
さ
れ
た
福
祉
基
金
で
す
。
助
成
の
対

象
は
東
京
都
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
障
害
者
総
合

支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
そ
の

他
に
関
連
す
る
自
主
事
業
を
行
う
施
設
等(
除
く
公

立
施
設)

の
事
業
で
、
施
設
に
お
け
る
作
業
や
教
育

等
の
処
遇
向
上
に
資
す
る
諸
設
備
・
物
件
の
購
入
、

生
活
環
境
改
善
の
た
め
の
施
設
改
修
等
に
助
成
し

ま
す
。
尚
、
受
諾
者
は
三
井
住
友
信
託
銀
行
で
す
。 

運
営
委
員
は
６
名
で
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
東
京
都
福

祉
保
健
局
障
害
者
施
策
推
進
部
精
神
保
健
医
療
課

が
関
与
し
て
い
ま
す
。
家
族
会
で
は
、
東
京
つ
く
し

会(

安
藤)

が
運
営
委
員
と
し
て
出
席
し
て
い
ま
す
。 

５
月
２８
日(

金)

午
前
１０
時
か
ら
２
０
２
１
年
度
第

一
回
運
営
委
員
会
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
が
開
催
さ
れ
、
議
事
録
署
名
人
に
安
藤
が
な

り
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

書
報
告
財
産
目
録
報
告
、
２
０
２
１
年
度
助
成
金
給

付
対
象
の
選
考
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
１３
件

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
９
件
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

不
採
用
の
も
の
の
中
に
は
締
切
期
限
を
過
ぎ
て
の

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。 

２
０
２
２
年
度
も
公
益
信
託
池
田
輝
子
記
念
精
神

障
害
者
福
祉
基
金
助
成
金
給
付
の
募
集
を
し
ま
す
。

募
集
期
間
２
０
２
２
年
２
月
１
日(

火)

～
２
０
２

２
年
３
月
３１
日(

木)

締
切
厳
守
・
当
日
の
消
印
有
効

で
す
。 

応
募
方
法
は
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
よ
り
、
三
井

住
友
信
託
銀
行 

個
人
資
産
受
託
事
業
部 

公
益

信
託
グ
ル
ー
プ 

池
田
輝
子
記
念
精
神
障
害
者
福

祉
基
金 

申
請
口 

電
話
０
３
・
５
２
３
２
・
８
９

１
０ 

過
去
５
年
以
内
に
助
成
を
受
け
た
施
設
に
は
、
原
則

と
し
て
助
成
を
致
し
ま
せ
ん
。 

 

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
４
月
１０
日
に
池
田

輝
子
様
が
永
眠
さ
れ
ま
し
た
事
、
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

３ 

 



風
の
お
く
り
も
の 都

連
副
会
長 

 

本
田 

道
子 

 
さ
わ
や
か
な
風
が 

ほ
ほ
を
や
さ
し
く
な
で
で

ゆ
く 

時
は
今
か
ら
１５
年
前
。
と
こ
ろ
は
都
内
の
病
院
の
中

庭
。
私
は
車
イ
ス
に
座
り
こ
こ
ち
よ
い
風
を
う
け
て

い
た
。 

「
こ
り
ゃ
ひ
で
え
や
！
！
」 

患
者
で
あ
る
私
が
す
ぐ
目
の
前
に
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
救
急
搬
送
さ
れ
た
病
院
の
医
師
は
思
わ
ず
そ

う
つ
ぶ
や
い
て
し
ま
っ
た
。 

私
は
ベ
ン
ツ
に
は
ね
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
「
歩
く
こ

と
は
不
可
能
、
こ
れ
か
ら
は
車
イ
ス
で
」
宣
言
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。 

け
れ
ど
私
自
身
で
は
全
く
そ
う
は
思
え
な
か
っ
た
。 

元
気
に
歩
い
て
い
る
姿
し
か
浮
か
ん
で
こ
な
か
っ

た
の
だ
。 

リ
ハ
ビ
リ
中
に
い
わ
れ
た
こ
と
ば 

「
負
け
ず
ぎ
ら
い
で
す
よ
ね
」 

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
す
ぐ
に
ネ
を
あ
げ
て
し
ま

う
自
分
に
は
超
甘
い
人
間
だ
と
思
っ
て
い
た
の
だ

か
ら
。
負
け
ず
ぎ
ら
い
は
す
ぐ
に
証
明
さ
れ
た
。
出

さ
れ
た
課
題
は
そ
の
日
の
う
ち
に
必
ず
ク
リ
ア
ー

し
た
。
で
き
な
い
、
と
い
う
の
は
く
や
し
か
っ
た
。 

「
奇
跡
は
起
こ
る
」
以
来
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

あ
な
た
に
も
。
さ
わ
や
か
な
風
を
お
く
り
ま
す
。 

  

☆ 

講 

演 

会 

の 

お 

知 

ら 

せ 

☆ 

○
「
そ
の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
訪
問
看
護
に
つ

い
て
考
え
る
」 

８
月
１４
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
４
時 

講
師 

株
式
会
社
円
グ
ル
ー
プ
訪
問
看
護
部
門 

原
子 

英
樹
氏 

会
場 

小
平
市
福
祉
会
館 

定
員
50
名
程
度 

申
込
不
要 

主
催 

 

小
平
市
け
や
き
の
会 

☎042
-
343

-4559 

 

○
「
精
神
障
害
者
の
回
復
と
家
族
の
役
割
」 

９
月
１１
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
４
時 

講
師 

大
泉
病
院 

精
神
科
医 

 

山
澤 

涼
子
氏 

会
場 

小
平
市
福
祉
会
館 

定
員
50
名
程
度 

申
込
不
要 

主
催 

 

小
平
市
け
や
き
の
会 

☎042
-
343

-4559 

 ○ 

「
コ
ロ
ナ
禍
に
学
ぶ
当
事
者
及
び
家
族
の
あ
り
方
」 

９
月
１１
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時
半 

講
師 

な
で
し
こ
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

(

外
来
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
） 

 

東
洋
大
学
名
誉
教
授 
白
石 

弘
己
氏 

会
場 

小
金
井
市 

市
民
会
館 
萌
え
木
ホ
ー
ル 

 
 

 
 

申
込
不
要 

先
着
４８
名 

主
催 

小
金
井
市
あ
じ
さ
い
会
☎042

-388
-3729 

   

 

 

つくしだよりは赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。 

 

 

４ ４ 

左
手
の
親
指
の
傷 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
出
か
け
る
回
数
も
減
り
、

悶
々
と
し
て
い
る
中
で
、
フ
ツ
と
雑
草
の
刈
入

を
忘
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
久
し
振
り
に
、

刃
渡
り
３０
㎝
の
電
動
生
垣
バ
リ
カ
ン
を
取
り
出

し
、
動
か
し
て
み
ま
し
た
。
シ
ャ
ー
シ
ャ
ー
と

動
い
て
く
れ
ま
す
。
バ
リ
カ
ン
を
右
手
に
持
ち
、

竹
藪
の
中
へ
、
左
手
で
青
竹
を
数
本
握
り
、
バ

リ
カ
ン
で
根
元
を
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
と
切
断
。 

突
然
右
手
の
バ
リ
カ
ン
が
右
奥
の
ツ
ゲ
の
木

と
笹
竹
に
引
っ
掛
か
り
取
れ
ま
せ
ん
。
や
っ
と

無
理
や
り
ひ
っ
ぱ
り
ま
し
た
。
と
、
右
手
の
バ

リ
カ
ン
が
、
左
親
指
の
爪
ジ
ャ
ー
、
ア
ッ
と
言

う
ま
で
し
た
。
親
指
の
先
か
ら
、
赤
い
血
が
ド

ク
ド
ク
・
・
・
。
エ
ッ
と
見
て
い
ま
し
た
。
ハ

ッ
と
し
て
、
バ
リ
カ
ン
を
離
し
、
親
指
の
血
を

押
さ
え
、
そ
れ
ガ
ー
ゼ
、
そ
れ
包
帯
グ
ル
グ
ル

巻
き
で
血
を
止
め
ま
し
た
。 

次
の
日
病
院
へ
。「
破
傷
風
」
の
ワ
ク
チ
ン
も

打
た
れ
ま
し
た
。「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ダ

メ
で
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
延
期
で
す
。
今
、
指
の
回
復
素
晴
ら
し
く
「
元

気
出
せ
」
と
、
指
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。 

         

都
連
理
事 

大
山 

竹
彦 

 


